
　　　　

令和８ 年 1 月 13 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

主として午前のグループ指導のお子さんを対象とした、園外療育、クリスマス会、節分、お楽しみ会、おひなまつりなどを実施しています。全体としては、歯科健康教室や避難訓練を実
施しています。この他に、通常の活動の中で季節を感じられるような水遊び、七夕制作、雪遊びなども取り入れています。

家族支援

親子で一緒に通所していただき、お子さんの様子を確認しながら対応について
一緒に考えていくことや、ご家族との懇談の実施、また同じような悩みを持っ
ているご家族とのピアカウンセリングの機会を設定しています。ご家族のかた
向けに就園・就学などの学習会なども実施しています。

移行支援
在籍している保育園等に実際に出向き、お子さんの様子を確認して、集団
適応への対応や入園・入学・進学などに合わせた移行期の支援について、
関係機関と一緒にお子さんとご家族の支援を行っています。

地域支援・地域連携

令和2年度に北海道より市町村中核子ども発達支援センターの認定、令和7年5月
に北広島市より地域障害児支援体制中核拠点として登録されているため、子育
て支援施設及び障害福祉サービス事業所への地域支援・連携も実施していま
す。

職員の質の向上

提供する支援の質を向上させるために、職場内研修の実施や外部研修へ参
加しています。また地域の中核的施設として、関係職員等向けの研修会も
主催しています。

支　援　内　容

本
人
支
援

お子さんの健康状態を確認し、生活リズムや身の回りのこと（着脱・排泄・食事など）について、ご家庭での様子をお聞きしながら、お子さんに合わせた関わり方や工夫を考え、生活動
作や生活習慣に対応していきます。

お子さんたちが保護者や指導員と一緒に遊ぶ中で、活動を重ねながら基礎体力や興味・意欲を養い、遊びを通してお子さんの遊びやすい環境や体の使い方等を探っていきます。

たくさんの遊びを体験し、遊び方やご家庭での関わりの内容を豊かにしていきます。主な遊びの内容としては、「動いて遊びー体を育てる：散歩・公園遊び・体操など」、「感じて遊
びー知覚を育てる：パイマー遊び・粘土遊び・お絵描きなど」、「一緒に遊びー社会性を育てる：大人との遊び・子ども同士の遊びなど」を取り入れていきます。また、季節に合わせた
活動に取り組むことで、自然とのふれあいを促し、豊かな経験を重ねていきます。

指導員がお子さんに合わせて関わる中でお子さんが人に“ 伝えたい気持ち”を育み、言葉の表出につながる土台を作りをします。お子さんの“伝えたい気持ち”を受け取り、言葉で返し
ていくことで、言葉の表現の拡大に働き掛け、人とのコミュニケーションの楽しさを養っていきます。

指導員がお子さんに合わせて関わる中でお子さんの“ 気持ち”を受け取り、応えていきます。グループ指導やペア指導を通して、社会性及び協調性が身につくように支援します。楽しく
遊びながら、人との関わりの楽しみを感じ、人との関わりの土台作りや自分の気持ちを表現することをねらいとしていきます。

法人（事業所）理念

今持っている力で、今を楽しみ、明日できそうなところを見つけていくことを基本とし、次の3つの項目をあげています。
○生活する力をつけ、生活上の課題を解決できるように、自立を促すこと
○感じ取り・表現する力や、考え・行動する力をつけて周囲とかかわり、他者に認められる喜びと自信を育むこと
○人とのかかわりを通じて人への信頼感と社会性を育て、社会と調和してやり取りしていくことを促すこと

支援方針

心やからだ、ことばの発達に心配のあるお子さんのために、ご家族の方と一緒に力を合わせ、お子さんの発達を支援していきます。お子さんが日常生活における基本的動作及び知識技能
を習得し、並びに集団生活に適応することができるよう、身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて適切な支援を行います。また、ご家族の育児上の迷いや悩みなどの相
談に応じ、ご家族が協力し合いながらできるアドバイスや具体的な方法などをお伝えし、お子さんやご家族に合わせた育児支援を行っていきます。さらに、ご家族や幼稚園・保育園など
の関係機関と共に、丁寧に配慮された子育てを進めていきます。
※お子さんの発達・生活の状況に合わせて、個別指導（１時間）・グループ指導（午前中）・ペア指導（１時間）を提供しています。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 北広島市子ども発達支援センター 支援プログラム（公表用）児童発達支援 作成日


